
第三期科学技術基本計画への展開・期待第三期科学技術基本計画への展開・期待

研究開発の重点化

「製造技術」から「ものづくり技術」へ「製造技術」から「ものづくり技術」へ

研究開発の重点化

「ものづくり」のパラダイムシフト「ものづくり」のパラダイムシフト

協 調 「ものづくり」＝単なる人工物の製造という概
念を超え、ブランド、ソフトウェア、コンテンツ
やサービスなどを含む包括的概念として、
「ものづくり」を再構築。

→異分野融合、文理ネットワーク化等の

新しい可能性

＜革新・飛躍＞ ○資源・環境制約突破 （資源ｴﾈﾙｷﾞｰ利用の効率化、部材や製品の超軽量化、高機能化、等）

①プロセス技術開発

②プロダクト技術開発

③材料・評価技術開発

○人口制約突破 （安全化技術、省力化、次世代ものづくりロボット等）

＜共通基盤＞ ○IT徹底活用による試作の極少化、ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ化

○競争力あるｻﾎﾟｰﾃｨﾝｸﾞｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰの維持・強化

○計測・計量・分析技術の強化

＜人材・伝承＞ ○産学連携による人材育成・技能伝承

＜方法論＞ ○ 異分野との連携・協働（ナノ、バイオ、IT、ロボット融合）

○科学的アプローチ（ファクト、ロジック、仮説検証）

○目標の明確化による説明責任

ものづくり技術での重点領域ものづくり技術での重点領域

８



（期待される効果・経済波及効果等）
研究開発の背景・効果等研究開発の背景・効果等

○薄膜表示装置が看板や冊子などの紙資源に取って

代わるためには、安価、Ａ４サイズ程度の面積、低駆動

コスト、高フレキシブル性、割れ破損回避などの性能が

要求される。これを満たす表示装置を低製造コストで作
成するためには、既存のガラス基板上に作成する減圧

枚葉製造技術では不可能であり、常圧ロール化製造技

術の開発が必須となる。

○現行の剛直ガラス基板表示デバイスに対し、フレキ

シビリティを持った表示デバイスの供給は、曲面ディス

プレイ、巻き取り収納ディスプレイなど新用途が生じると

期待される。また低コスト供給が達成されればローエン
ド表示部材として剛直ディスプレイの代替となる。

○製造プロセス全体をロールtoロール化するためには、

(1)バックプレーン回路として印刷技術によるTFT作成、
回路作成技術、(2)フロントプレーン部材として位相差膜、

フィルタなど光学部材、(3)両者の接合技術としてセル

化技術の３過程が課題である。これに貢献する部材技

術ならびにプリント加工技術の構築とその評価基盤の
確立を集積することにより、次世代汎用表示材料開発

の支援システムを構築する。

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

○ハイエンドではない汎用次世代デバイスを達成させる周辺部材・技術の開発を行う。
○従来のデバイス製造プロセスは、蒸着、フォトリソグラフ、エッチング等の減圧・高温
焼成工程や負荷が大きい排ガス・排水処理工程が必須であった。これらのプロセスを
常温・常圧・低負荷でロールｔｏロール化するための部材を開発することにより、次世
代ディスプレー等の基盤技術を確立し、新産業の創生を図る。

○現在、数十枚必要なフレキシブルな電子ペーパなどの部材を、４枚に減らすことを可

能にする部材をロールｔｏロール技術で開発する。

○将来的には液晶パネル製造に必要な数十枚の機能性化学部材の枚数を大幅に削減

でき、低コスト化に大きく貢献する。

実施体制実施体制

プロジェクトリーダー ： 山岡重徳（次世代モバイル用表
示材料技術研究組合理事長）
企業 ： クラレ、コニカミノルタ、ＪＳＲ、住友ベークライト、
ＤＩＣ、大日本印刷、東亞合成、東レ、凸版印刷、ＮＥＣ、日
立化成工業、旭化成、他
大学等 ： 東京農工大、産業技術総合研究所

研究開発期間 平成１８～２１年度（４年間）

平成１８年度要求額 ６億円

事業総額 ３８億円

（ＮＥＤＯ交付金 委託・１／２補助）

＜事例＜事例 ＞＞ 超フレキシブルディスプレー部材技術開発超フレキシブルディスプレー部材技術開発

ロールtoロール連続一貫生産技術

機能A 機能B 機能C
基板

フレキシブル電子ペーパー

機能分子の自己組織化

コンタクトプリント

蒸着、フォトリソグラフ、エッチングのネック解決

集積回路温度センサー

電池

濃度センサー

ポリマー基盤集積回路温度センサー

電池

濃度センサー

ポリマー

分子配向制御
されたドメインと
その集積フィルム

資料：経済産業省作成 ９

○常圧工程によるロールｔｏロール技術は貼り合わせ
が可能な連続工程であり、既設の小面積部材製造ライ
ンの活用も可能。

○減圧・焼成工程からの脱却：真空プロセスや高温で
のアニール処理等が多いデバイス製造工程を常圧処
理で代替することによって大幅な製造エネルギー消費
量の削減が期待される。

○電子ペーパー等のメモリ性を持った低駆動電力デバ
イスの開発により、ビジネス用途の一瞥用途紙資源、
新聞等の短命情報用途紙資源の消費が大幅に削減さ
れる。また携帯情報配信と連携することで新メディア媒
体となる事が期待される。

【省エネルギー効果】
・製造工程の常圧・低温化により１９万ｋＬ（原油換算）
相当のエネルギー消費量の削減



＜事例＞地域との共生～近畿のものづくり産業の集積＜事例＞地域との共生～近畿のものづくり産業の集積①①

集積の概要①集積の概要①

○近畿地域は、独自の高い技術力や

製品開発力を有する企業や、分厚い

産業群及び一級の研究機関である大

学等、公的研究機関が集積。

○今後は、各プロジェクトの中核的推

進機関と連携し、「一定の地域・分野

における人的ネットワーク」や、「大学

発ベンチャー支援者ネットワークの形

成・強化」により、中堅・中小企業や大

学発ベンチャーの新事業が促進され

る事業環境を構築し、地域を支え世界

に通用するような企業・産業の創出を

図り、新事業が次々と展開する産業ク

ラスターの形成を進めることを目指す。

近畿管内広域的新事業支援ネットワーク拠点重点強化事業等採択案件

（平成１７年度新設）

資料：近畿経済産業局作成

（財）千里ライフサイエンス振興財団●

（財）先端医療振興財団●

（財）京都高度技術研究所●

（学）長浜バイオ大学●

（財）東大阪市中小企業振興会■

（財）大阪市都市型産業振興センター■
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（学）立命館▲（大学型）

（財）国際デザイン交流協会■

㈱けいはんな▲
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（大学型）

大阪商工会議所●
凡例（連携するプロジェクト）
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●：バイオ
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▲：情報

★：エネルギー・環境
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＜事例＜事例 ＞＞地域との共生～近畿のものづくり産業の集積地域との共生～近畿のものづくり産業の集積②②

近畿地域のロボット産業の集積状況
集積の概要②集積の概要②

○例えば、ロボット産業においては、
右図にあるように関連してくる多方面
の産業分野において、研究機関と企
業が連携しながら、研究開発を推進し
ている。

○ほかにも、企業と研究機関の集積

をもとに近畿地域で優位性のある４つ

の産業分野（バイオ、ものづくり、情報、

エネルギー・環境）において、各プロ

ジェクトを立ち上げ推進しているところ。

・近畿バイオ関連産業プロジェクト

・ものづくり元気企業支援プロジェクト

・情報系クラスター振興プロジェク

・近畿エネルギー・環境高度化推進プ

ロジェクト

技術力を有する中小企業の集積

精密プラスチック加工技術

精密金型加工技術
短納期試作

金属加工技術

超微細加工技術

厚みのある企業・研究機関の集積

統合化・製品化技術統合化・製品化技術

・要素技術の統合化
三菱重工、川崎重工、ダイヘン、松下電器、
松下電工、三洋電機、東洋ハイメック

・安全性・ユーザビリティの向上技術
松下電器、三洋電機、松下電工、
その他家電メーカー

・二次電池
三洋電機、松下電器

・燃料電池
三洋電機、三洋電機、松下電工

・自己位置検知技術
奈良先端科学技術大学院大学 小笠原研究

室
松下電工、松下電器

・画像認識技術・センサ
奈良先端科学技術大学院大学 木戸出研究

室・小笠
原研究室
大阪大学 谷内田研究室
松下電器、キーエンス、オムロン、ＡＴＲ、ＴＩＳ

・音声認識技術・マイク
ニルバーナテクノロジー、松下電器、オムロン、

ＡＴＲ、
三洋電機、アルカディア、ＴＩＳ

・超音波センサ
オムロン、キーエンス、松下電工

・光電センサ
オムロン、キーエンス、北洋電機

・触覚センサ
大阪大学 石黒研究室、ニッタ

・力覚光電センサ
立命館大学 永井研究室、ニッタ、ＢＬオート

テック
・においセンサ

新コスモス電機
・ジャイロセンサ

村田製作所、オムロン
・ロータリーエンコーダ

オムロン
・力覚提示技術

京都大学 吉川研究室、川崎重工
・全方位センサ

大阪大学 谷内田研究室、石黒研究室、ヴイ
ストン、

システクアカザワ

認識技術認識技術
（五感）（五感）

動力源動力源

・構造部材
システクアカザワ、住友電工、

精密金属加工業者
・外装材

精密プラスチィック加工業者、
精密金属加工業者

構造部材・外装材構造部材・外装材
（骨・関節・皮膚）（骨・関節・皮膚）

・サーボモータ
オムロン、日本電産、ダイヘン、
松下電器

・ゲルアクチュエータ
神戸大学 高森・田所研究室、

・高分子アクチュエータ
イーメックス

・減速機
マテックス

アクチュエータアクチュエータ
（筋肉）（筋肉）

・人工知能ソフトウェア
松下電器、オムロン、ＡＴＲ、ニルバーナテクノ

ロジー
・移動制御ソフトウェア

大阪大学 浅田研究室・白井研究室
神戸大学 北村研究室
奈良先端科学技術大学院大学 小笠原研究

室
関西大学 高野・青柳研究室
松下電工、三洋電機、松下電器

・センサ情報処理ソフトウェア
大阪大学 石黒研究室
ヴイストン、松下電工、松下電器、住友電工

・動作制御ソフトウェア
京都大学 吉川研究室
三菱重工、川崎重工、ダイヘン

ソフトウェアソフトウェア
（脳）（脳）

・移動制御（車輪・クローラ）
京都大学 吉川研究室
奈良先端科学技術大学院大学 小笠原研

究室
松下電工

・２足歩行制御
京都大学 杉江・大須賀研究室
大阪大学 新井研究室・古荘研究室

・ロボットマニピュレーション制御
京都大学 吉川研究室
同志社大学 横川研究室
関西大学 高野・青柳研究室
川崎重工、三菱重工、ダイヘン、松下電器

・顔（表情）制御
通信総合研究所社会的インタラクショング

ルプー

制御技術制御技術
（運動神経）（運動神経）

資料： 近畿経済産業局「次世代ロボットに関する実態調査」(2003.3) １１




